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検査項目 解説 参考値 単位 

WBC  白血球 感染症などの炎症性疾患、白血

病などの血液疾患で異常値を示

すほか、薬剤の影響も反映されま

す。１日の中でも変動があり、朝

少なく夕方多くなります。運動や

ストレスでも一時的に増加するこ

ともあります。年齢によっても正常

値は異なります。 

3.3-8.6 

 

×10
3/μL 

Neu  

 

 

好中球 

 

 

白血球の中のひとつの血液細胞

です。外部から侵入してくるウイ

ルスや細菌から守る為の免疫シ

ステムでもあります。多数の薬剤

が好中球の減少に関係するため

薬剤の副作用を確認するために

測定することもあります。 

40-70  

 

 

％ 

Hb  ヘモグロ

ビン 
赤血球中に存在する血色素で、

体内に酸素を運ぶ役割をしてい

ます。貧血や多血症を推測するこ

とができます。 

男性 13.7-16.8  

女性 11.6-14.8 

  

g/dL 

PLT  血小板 出血した時に血栓を作って出血を

止める働きがあります。血小板が

少ないと血が止まりにくく出血し

やすくなります。出血傾向がある

場合にその原因を探索するため

の検査の一つです。 

158-348 

   

 

×10
3/μL 

PT-INR  ﾌﾟﾛﾄﾛﾝﾋﾞ

ﾝ時間 

出血を止める作用をあらわす血

液凝固因子の一つです。手術前

の検査、肝機能障害など凝固因

子異常を疑われるときや、特定の

薬剤を使用している時に効果を

確認するために測定します。 

   

T-Bil  総ビリル

ビン 

赤血球を分解し体外に排出する

過程で作られる物質です。黄疸の

確認に使用することがあります。 

0.4-1.5  mg/dL  

AST  ｱｽﾊﾟﾗｷﾞ

ﾝ酸ｱﾐﾉﾄ

ﾗﾝｽﾌｪﾗ

ｰｾﾞ 

アミノ酸の代謝に関係している酵

素です。肝臓、心臓等の障害の

指標となります。 

13-30 U/L  

ALT  ｱﾗﾆﾝｱﾐﾉ

ﾄﾗﾝｽﾌｪﾗ

ｰｾﾞ 

アミノ酸の代謝に関係している酵

素です。肝臓の障害の指標です。 

男性 10-42 

女性 7-23 

U/L  



ALB  血清アル

ブミン 

栄養状態、肝・腎障害などの指標

に用います。 

4.1-5.1 g/dL  

BUN (UN)  尿 素 窒

素 

腎機能の指標となります。体内で

蛋白質が分解される過程で最終

的に作られ尿中に排泄される、尿

素に含まれる窒素の量です。腎

機能が低下すると尿への排出が

減少し血中の尿素量は増加しま

す。 

8-20  mg/dL  

Cr  血清クレ

アチニン 

腎機能、筋肉量の指標となりま

す。筋肉で産生される物質で、毎

日一定量尿中に排泄されます

が、腎機能が低下すると尿への

排泄量が低下するため、血液中

のクレアチニンは増加します。 

男性  0.65-1.07  

女性  0.46-0.79 

mg/dL  

Na  ナト リウ

ム 

生体のバランスを保つために重

要な役割を果たしています。 

138-145  mmoi/L  

K  カリウム 生体のバランスを保つために重

要な役割を果たしています。神経

伝達や筋伸縮に関与しています。 

3.6-4.8  mmol/L  

Ca  カルシウ

ム 

生体のバランスを保つために重

要な役割を果たしています。カル

シウムの濃度を調整している臓

器の障害を把握する指標となりま

す。カルシウムは血液の凝固や

神経の興奮など、生命活動にお

いて重要な役割を果たしていま

す。 

8.8-10.1  mg/dL  

IP  リン 生体のバランスを保つために重

要な役割を果たしています。カル

シウム代謝とともにリン濃度を調

整している臓器の障害の指標と

なります。 

2.7-4.6  mg/dL  

CRP  C 反応性

蛋白 

炎症やストレスを受けて産生され

るタンパクで炎症や色々な病気の

活動性や組織の障害の指標とな

ります。 

0.14 以下 mg/dL  

CK  ｸﾚｱﾁﾆﾝ

ｷﾅｰｾﾞ 

筋肉や脳に多く存在する酵素で、

エネルギーの産生に関与してい

ます。骨格筋や心筋、脳が損傷を

受けると上昇します。 

男性 59-248  

女性 41-153 

U/L  

HbA1c  糖加ヘモ

グロビン 

ヘモグロビンの一部に糖が結合し

たもので、採血時から 1～3 か月

前の血糖コントロールの指標とし

て使用します。 

4.9-6.0 

  

％  

 


